
戦
後
初
の
小
学
校
国
語
教
科
書
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
採
用
の
意
義

―
「�
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響

を
こ
う
む
る
か
」
―
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は
じ
め
に

日
本
の
国
語
科
教
科
書
に
、
最
も
数
多
く
採
用
さ
れ
て
き
た
作
家
は
、
宮
澤
賢
治
で

あ
る
。

宮
澤
賢
治
の
作
品
が
初
め
て
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
で
あ
る
。

構
大
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
準
公
的
な
教
科
書
、
満
州
開
拓
青
年

義
勇
隊
訓
練
本
部
編
『
国
語
下
の
巻
』（
冨
山
房
）
に
始
ま
り
、
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）「
国
定
教
科
書
」『
中
等
国
語
一
』
に
も
採
用
さ
れ
た
。
戦
後
は
、『
ど
ん
ぐ

り
と
山
猫
』
が
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
一
月
刊
「
暫
定
教
科
書
」
文
部
省
編

『
初
等
科
国
語�

四�

第
四
学
年�

後
期
用
』、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）「
国
定
教
科
書
」

『
国
語

　
第
四
学
年
下
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る（

１
）。

以
来
、
新
学
制
の
も
と
、
教
科
書
検
定

制
度
が
発
足
し
て
「
検
定
教
科
書
」
に
な
っ
て
か
ら
も
、
宮
澤
賢
治
の
作
品
は
、
ほ
ぼ

途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
小
・
中
学
校
教
科
書
に
採
用
さ
れ
続
け

て
い
る
。

日
本
の
教
科
書
は
、
宮
澤
賢
治
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
採
用
し
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
従
来
の
研
究
と
は
視
点
を
変
え
て
、
宮
澤
賢
治
の
教
科
書
採
用
作
品
の
動
向

を
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
時
期
に
し
た
が
っ
て
再
検
討
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、戦
後
初
の
「
暫
定
教
科
書
」『
初
等
科
国
語

　
四
』
に
、初
め
て
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』

が
採
用
さ
れ
た
意
義
を
問
い
直
し
た
い
。

一
、
宮
澤
賢
治
作
品
の
教
科
書
採
用
と
「
学
習
指
導
要
領
」

日
本
の
小
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」
は
、
現
在
ま
で
に
十
回
改
訂
さ
れ
て
い
る（

２
）。

　（
一
）�

昭
和
二
十
二
年「
学
習
指
導
要
領（
試
案
）」「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編（
試

案
）」

　（
二
）�

昭
和
二
十
六
年
「
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）」
改
訂
版
「
小
学
校
学
習

指
導
要
領
国
語
科
編
（
試
案
）」
改
訂
版

�

　
昭
和
二
十
八
年
度
「
学
習
指
導
要
領
」

　（
三
）�

昭
和
三
十
三
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
告
示
（
昭
和
三
十
三
年
十
月
一

日
施
行
）

　（
四
）�

昭
和
四
十
三
年「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」告
示（
昭
和
四
十
六
年
四
月
施
行
）

　（
五
）�

昭
和
五
十
二
年「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」告
示（
昭
和
五
十
五
年
四
月
施
行
）

　（
六
）
平
成
元
年

　「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
告
示
（
平
成
四
年
四
月
施
行
）

　（
七
）
平
成
十
年

　「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
告
示
（
平
成
十
四
年
四
月
施
行
）

　（
八
）�

平
成
十
五
年「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」一
部
改
正（
平
成
十
五
年
十
二
月
改
正
）

　（
九
）
平
成
二
〇
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
告
示
（
平
成
二
十
三
年
四
月
施
行
）

　（
十
）
平
成
二
十
九
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
告
示
（
平
成
三
十
二
年
四
月
施
行
）

表
１
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
一
）
ま
で

の
小
学
校
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
宮
澤
賢
治
の
作
品
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
）（
二
）
の
「
学
習
指
導
要
領
」、（
三
）
～
（
十
）
の
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」

の
改
訂
を
基
準
と
し
て
、
時
期
区
分
を
示
し
た
。
な
お
、
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

小
学
校
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
宮
澤
賢
治
の
全
作
品
を
十
年
毎
に
時
期
区
分
さ
れ
た
牛

山
恵
氏（

３
）、

構
氏
作
成
の
表
を
参
照
し
、
現
在
ま
で
に
調
査
し
え
た
範
囲
で
補
訂
を
加
え

た
。

― 　（1） ―

※ブックに入れない　外国語学研究23号_本文-09_オルン氏-縦書き.indd   1※ブックに入れない　外国語学研究23号_本文-09_オルン氏-縦書き.indd   1 2021/10/11   9:26:442021/10/11   9:26:44

 72 

外国語学研究23号_本文-09_オルン氏　※pdf貼り付け用.indd   72外国語学研究23号_本文-09_オルン氏　※pdf貼り付け用.indd   72 2021/10/11   9:28:002021/10/11   9:28:00



表１．小学校国語教科書に採用された宮澤賢治の作品と「学習指導要領」
どんぐりと
山猫

気のいい火
山弾 よだかの星 風の又三郎 オツベルと

象 祭りの晩 虔十公園林 セロ弾きの
ゴーシュ やまなし グスコープ

ドリの伝記
注文の多い
料理店

狼森と笊森、
盗森 雪渡り イハートブ

の夢
いちょうの
実

（一） 昭 22（'47） ○
昭 23（'48） ○
昭 24（'49） ○
昭 25（'50） ○ ○

（二） 昭 26（'51） ○
昭 27（'52） ○ ○
昭 28（'53） ○ ○
昭 29（'54） ○ ○
昭 30（'55） ○ ○ 〇
昭 31（'56） ○ ○
昭 32（'57） ○ ○

（三） 昭 33（'58） ○ ○ ○
昭 34（'59） ○ ○ ○
昭 35（'60） ○ ○ ○
昭 36（'61） 〇 ○ ○ 〇
昭 37（'62） ○ ○
昭 38（'63） ○ ○
昭 39（'64） ○ ○
昭 40（'65） 〇 ○ ○ 〇
昭 41（'66） ○ ○
昭 42（'67） ○ ○

（四） 昭 43（'68） ○ ○
昭 44（'69） ○ ○
昭 45（'70） ○ ○
昭 46（'71） ○ ○ ○
昭 47（'72） ○ ○ ○
昭 48（'73） ○ ○ ○
昭 49（'74） ○ ○ ○
昭 50（'75） ○ ○ ○
昭 51（'76） ○ ○ ○

（五） 昭 52（'77） ○ ○ ○ ○
昭 53（'78） ○ ○
昭 54（'79） ○ ○ ○
昭 55（'80） ○ ○ ○ ○
昭 56（'81） ○ ○ ○ ○
昭 57（'82） ○ ○ ○ ○
昭 58（'83） ○ ○ ○ ○
昭 59（'84） ○ ○ ○ ○
昭 60（'85） ○ ○ ○ ○
昭 61（'86） ○ ○ ○
昭 62（'87） ○ ○ ○
昭 63（'88） ○ ○ ○

（六） 平元（'89） ○ ○ ○
平 2（'90） ○ ○ ○
平 3（'91） ○ ○ ○
平 4（'92） ○ ○ ○ ○ ○
平 5（'93） ○ ○ ○ ○
平 6（'94） ○ ○ ○ ○
平 7（'95） ― ― ― ―
平 8（'96） ○ ○ ○ ○
平 9（'97） ○ ○ ○ ○

（七） 平 10（'98） ○ ○ ○ ○
平 11（'99） ○ ○ ○ ○
平 12（'00） ○ ○ ○ ○
平 13（'01） ○ ○ ○ ○
平 14（'02） ― ― ― ―

（八） 平 15（'03） ○ ○ ○ ○
平 16（'04） ○ ○ ○ ○
平 17（'05） ○ ○ ○ ○
平 18（'06） ○ ○ ○
平 19（'07） ○ ○ ○

（九） 平 20（'08） ○ ○ ○
平 21（'09） ○ ○ ○
平 22（'10） ○ ○ ○
平 23（'11） ○ ○ ○
平 24（'12） ○ ○ ○
平 25（'13） ○ ○ ○
平 26（'14） ○ ○ ○
平 27（'15） ○ ○ ○
平 28（'16） ○ ○ ○

（十） 平 29（'17） ○ ○ ○
平 30（'18） ○ ○ ○
平 31（'19） ○ ○ ○

― 　（2） ―
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二
、
教
科
書
採
用
作
品
の
見
直
し
と
「
学
習
指
導
要
領
」
改
訂

表
１
か
ら
、
宮
澤
賢
治
の
教
科
書
採
用
作
品
が
、
一
定
の
群
を
成
し
て
推
移
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
作
品
の
採
用
期
間
が
連
続
し
て
続
く
の
は
、
ほ
ぼ
十
年

毎
に
行
わ
れ
る
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
に
際
し
て
、
教
科
書
側
が
採
用
作
品

を
見
直
し
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
学
習
指
導
要
領
」（
一
）
～
（
十
）
の
改
訂
と
採
用

作
品
を
対
応
さ
せ
る
と
、
次
の
動
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
一
）
昭
和
二
十
二
年
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
編
（
試
案
）」
の
実
施
期
間
中
は
、『
ど

ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
が
主
流
を
占
め
る
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
『
気
の
い
い

火
山
弾
』
が
一
度
採
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
（
二
）
昭
和
二
十
六
年
「
小
学
校
学
習
指

導
要
領
（
試
案
）」
改
訂
版
の
前
年
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、『
気
の
い
い
火
山
弾
』
は

（
二
）
の
実
施
に
先
立
っ
て
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、（
二
）
に
続
く
昭
和
二
十
八
年
「
学
習
指
導
要
領
」
の
施
行
期
間
中
の
昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
一
度
、『
風
の
又
三
郎
』
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。『
風
の
又
三
郎
』

は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
も
一
度
採
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
単
発
的
な
採
用
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

（
三
）
昭
和
三
十
三
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
、
同
年
十
月
一
日
に

施
行
さ
れ
る
と
、こ
の
年
か
ら
『
よ
だ
か
の
星
』
が
新
た
に
加
わ
る
。『
よ
だ
か
の
星
』
は
、

（
三
）
の
施
行
期
間
中
の
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
か
ら
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』『
気
の
い
い
火
山
弾
』
と
共
に
採
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
三
作
が
三
年
間
続
く
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』『
気
の
い
い
火
山

弾
』『
よ
だ
か
の
星
』
の
三
作
は
、
そ
ろ
っ
て
教
科
書
か
ら
姿
を
消
す
。
こ
の
三
作
に
代

わ
っ
て
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』『
祭
り
の
晩
』『
虔

十
公
園
林
』『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
の
四
作
が
新
た
に
採
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
セ

ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
は
そ
の
後
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
は
昭

和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
も
一
度
採
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
中
学
校
教
科
書
に
移

行
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

ま
で
の
八
年
間
は
、『
祭
り
の
晩
』『
虔
十
公
園
林
』
の
二
作
が
主
流
を
占
め
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
間
に
（
四
）
昭
和
四
十
三
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
、
昭
和

四
十
六
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

に
は
、
採
用
作
品
が
入
れ
替
わ
る
。『
祭
り
の
晩
』
が
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
、
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
姿
を
消
し
た
『
気
の
い
い
火
山
弾
』
が
復
活
し
、『
虔
十

公
園
林
』『
や
ま
な
し
』
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
『
気
の
い
い
火
山
弾
』『
虔
十
公

園
林
』『
や
ま
な
し
』
三
作
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
ま
で
十
年
間
続
け
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、（
五
）
昭
和
五
十
二
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
る
ま

で
の
期
間
に
相
当
す
る
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
『
気
の
い
い
火
山
弾
』『
虔

十
公
園
林
』
が
姿
を
消
す
の
は
、「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
作
業
の
な
か
で
採

用
作
品
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
に
だ
け
採
用
さ
れ
た
『
オ
ツ
ベ

ル
と
象
』『
雪
渡
り
』
は
、
そ
の
検
討
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
試
行
的
に
採
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
五
）
昭
和
五
十
二
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
に
施
行
さ
れ
る
と
、
新
た
に
『
や
ま
な
し
』『
注
文
の
多
い
料
理
店
』『
雪
渡
り
』

が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
三
作
は
、
昭
和
五
十
二
年
以
来
、（
六
）
～
（
十
）
と
度
重
な

る
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
を
経
て
、
今
な
お
小
学
校
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ

続
け
て
い
る
。

三
、
戦
後
初
期
の
教
科
書
に
お
け
る
宮
澤
賢
治
作
品
の
意
義

戦
後
初
め
て
、
宮
澤
賢
治
作
品
が
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね

こ
』
で
あ
っ
た
。
戦
後
最
初
の
昭
和
二
十
一
年
版
「
暫
定
教
科
書
」
で
あ
る
『
初
等
科
国

語�

四�

第
四
学
年�

後
期
用
』
と
、
昭
和
二
十
二
年
版
『
国
語�

第
四
学
年
下
』
の
ふ
た
つ
の

教
科
書
に
連
年
で
採
用
さ
れ
た
。

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
採
用
の
意
義
に
つ
い
て
、牛
山
恵
氏
は
「
国
家
主
義
的
な
徳
目
・

教
訓
か
ら
解
放
さ
れ
た
純
粋
の
児
童
文
学
」「
民
主
主
義
の
時
代
の
新
し
い
教
材
」
と
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　�

賢
治
童
話
が
初
め
て
国
語
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
教
育
の
出
発
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表１．小学校国語教科書に採用された宮澤賢治の作品と「学習指導要領」
どんぐりと
山猫

気のいい火
山弾 よだかの星 風の又三郎 オツベルと

象 祭りの晩 虔十公園林 セロ弾きの
ゴーシュ やまなし グスコープ

ドリの伝記
注文の多い
料理店

狼森と笊森、
盗森 雪渡り イハートブ

の夢
いちょうの
実

（一） 昭 22（'47） ○
昭 23（'48） ○
昭 24（'49） ○
昭 25（'50） ○ ○

（二） 昭 26（'51） ○
昭 27（'52） ○ ○
昭 28（'53） ○ ○
昭 29（'54） ○ ○
昭 30（'55） ○ ○ 〇
昭 31（'56） ○ ○
昭 32（'57） ○ ○

（三） 昭 33（'58） ○ ○ ○
昭 34（'59） ○ ○ ○
昭 35（'60） ○ ○ ○
昭 36（'61） 〇 ○ ○ 〇
昭 37（'62） ○ ○
昭 38（'63） ○ ○
昭 39（'64） ○ ○
昭 40（'65） 〇 ○ ○ 〇
昭 41（'66） ○ ○
昭 42（'67） ○ ○

（四） 昭 43（'68） ○ ○
昭 44（'69） ○ ○
昭 45（'70） ○ ○
昭 46（'71） ○ ○ ○
昭 47（'72） ○ ○ ○
昭 48（'73） ○ ○ ○
昭 49（'74） ○ ○ ○
昭 50（'75） ○ ○ ○
昭 51（'76） ○ ○ ○

（五） 昭 52（'77） ○ ○ ○ ○
昭 53（'78） ○ ○
昭 54（'79） ○ ○ ○
昭 55（'80） ○ ○ ○ ○
昭 56（'81） ○ ○ ○ ○
昭 57（'82） ○ ○ ○ ○
昭 58（'83） ○ ○ ○ ○
昭 59（'84） ○ ○ ○ ○
昭 60（'85） ○ ○ ○ ○
昭 61（'86） ○ ○ ○
昭 62（'87） ○ ○ ○
昭 63（'88） ○ ○ ○

（六） 平元（'89） ○ ○ ○
平 2（'90） ○ ○ ○
平 3（'91） ○ ○ ○
平 4（'92） ○ ○ ○ ○ ○
平 5（'93） ○ ○ ○ ○
平 6（'94） ○ ○ ○ ○
平 7（'95） ― ― ― ―
平 8（'96） ○ ○ ○ ○
平 9（'97） ○ ○ ○ ○

（七） 平 10（'98） ○ ○ ○ ○
平 11（'99） ○ ○ ○ ○
平 12（'00） ○ ○ ○ ○
平 13（'01） ○ ○ ○ ○
平 14（'02） ― ― ― ―

（八） 平 15（'03） ○ ○ ○ ○
平 16（'04） ○ ○ ○ ○
平 17（'05） ○ ○ ○ ○
平 18（'06） ○ ○ ○
平 19（'07） ○ ○ ○

（九） 平 20（'08） ○ ○ ○
平 21（'09） ○ ○ ○
平 22（'10） ○ ○ ○
平 23（'11） ○ ○ ○
平 24（'12） ○ ○ ○
平 25（'13） ○ ○ ○
平 26（'14） ○ ○ ○
平 27（'15） ○ ○ ○
平 28（'16） ○ ○ ○

（十） 平 29（'17） ○ ○ ○
平 30（'18） ○ ○ ○
平 31（'19） ○ ○ ○
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二
、
教
科
書
採
用
作
品
の
見
直
し
と
「
学
習
指
導
要
領
」
改
訂

表
１
か
ら
、
宮
澤
賢
治
の
教
科
書
採
用
作
品
が
、
一
定
の
群
を
成
し
て
推
移
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
作
品
の
採
用
期
間
が
連
続
し
て
続
く
の
は
、
ほ
ぼ
十
年

毎
に
行
わ
れ
る
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
に
際
し
て
、
教
科
書
側
が
採
用
作
品

を
見
直
し
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
学
習
指
導
要
領
」（
一
）
～
（
十
）
の
改
訂
と
採
用

作
品
を
対
応
さ
せ
る
と
、
次
の
動
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
一
）
昭
和
二
十
二
年
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
編
（
試
案
）」
の
実
施
期
間
中
は
、『
ど

ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
が
主
流
を
占
め
る
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
『
気
の
い
い

火
山
弾
』
が
一
度
採
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
（
二
）
昭
和
二
十
六
年
「
小
学
校
学
習
指

導
要
領
（
試
案
）」
改
訂
版
の
前
年
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、『
気
の
い
い
火
山
弾
』
は

（
二
）
の
実
施
に
先
立
っ
て
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、（
二
）
に
続
く
昭
和
二
十
八
年
「
学
習
指
導
要
領
」
の
施
行
期
間
中
の
昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
一
度
、『
風
の
又
三
郎
』
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。『
風
の
又
三
郎
』

は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
も
一
度
採
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
単
発
的
な
採
用
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

（
三
）
昭
和
三
十
三
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
、
同
年
十
月
一
日
に

施
行
さ
れ
る
と
、こ
の
年
か
ら
『
よ
だ
か
の
星
』
が
新
た
に
加
わ
る
。『
よ
だ
か
の
星
』
は
、

（
三
）
の
施
行
期
間
中
の
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
か
ら
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』『
気
の
い
い
火
山
弾
』
と
共
に
採
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
三
作
が
三
年
間
続
く
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』『
気
の
い
い
火
山

弾
』『
よ
だ
か
の
星
』
の
三
作
は
、
そ
ろ
っ
て
教
科
書
か
ら
姿
を
消
す
。
こ
の
三
作
に
代

わ
っ
て
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』『
祭
り
の
晩
』『
虔

十
公
園
林
』『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
の
四
作
が
新
た
に
採
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
セ

ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
は
そ
の
後
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
は
昭

和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
も
一
度
採
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
中
学
校
教
科
書
に
移

行
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

ま
で
の
八
年
間
は
、『
祭
り
の
晩
』『
虔
十
公
園
林
』
の
二
作
が
主
流
を
占
め
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
間
に
（
四
）
昭
和
四
十
三
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
、
昭
和

四
十
六
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

に
は
、
採
用
作
品
が
入
れ
替
わ
る
。『
祭
り
の
晩
』
が
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
、
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
姿
を
消
し
た
『
気
の
い
い
火
山
弾
』
が
復
活
し
、『
虔
十

公
園
林
』『
や
ま
な
し
』
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
『
気
の
い
い
火
山
弾
』『
虔
十
公

園
林
』『
や
ま
な
し
』
三
作
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
ま
で
十
年
間
続
け
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、（
五
）
昭
和
五
十
二
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
る
ま

で
の
期
間
に
相
当
す
る
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
『
気
の
い
い
火
山
弾
』『
虔

十
公
園
林
』
が
姿
を
消
す
の
は
、「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
作
業
の
な
か
で
採

用
作
品
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
に
だ
け
採
用
さ
れ
た
『
オ
ツ
ベ

ル
と
象
』『
雪
渡
り
』
は
、
そ
の
検
討
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
試
行
的
に
採
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
五
）
昭
和
五
十
二
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
告
示
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
に
施
行
さ
れ
る
と
、
新
た
に
『
や
ま
な
し
』『
注
文
の
多
い
料
理
店
』『
雪
渡
り
』

が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
三
作
は
、
昭
和
五
十
二
年
以
来
、（
六
）
～
（
十
）
と
度
重
な

る
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
を
経
て
、
今
な
お
小
学
校
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ

続
け
て
い
る
。

三
、
戦
後
初
期
の
教
科
書
に
お
け
る
宮
澤
賢
治
作
品
の
意
義

戦
後
初
め
て
、
宮
澤
賢
治
作
品
が
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね

こ
』
で
あ
っ
た
。
戦
後
最
初
の
昭
和
二
十
一
年
版
「
暫
定
教
科
書
」
で
あ
る
『
初
等
科
国

語�
四�
第
四
学
年�

後
期
用
』
と
、
昭
和
二
十
二
年
版
『
国
語�

第
四
学
年
下
』
の
ふ
た
つ
の

教
科
書
に
連
年
で
採
用
さ
れ
た
。

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
採
用
の
意
義
に
つ
い
て
、牛
山
恵
氏
は
「
国
家
主
義
的
な
徳
目
・

教
訓
か
ら
解
放
さ
れ
た
純
粋
の
児
童
文
学
」「
民
主
主
義
の
時
代
の
新
し
い
教
材
」
と
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　�

賢
治
童
話
が
初
め
て
国
語
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
教
育
の
出
発
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点
の
時
点
に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
石
森
延
男
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て

成
立
し
た
暫
定
教
科
書
に
お
い
て
、
賢
治
童
話
は
、
国
家
主
義
的
な
徳
目
あ
る
い
は

教
訓
か
ら
解
放
さ
れ
た
純
粋
の
児
童
文
学
と
し
て
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
民
主
主
義
の

時
代
の
新
し
い
教
材
と
し
て
国
語
教
科
書
の
上
に
登
場
し
た
。
そ
れ
か
ら
60
有
余

年
、
賢
治
童
話
が
国
語
教
科
書
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
中

学
校
、
高
等
学
校
の
教
科
書
に
目
を
広
げ
て
も
他
に
例
を
見
る
こ
と
の
な
い
事
実

で
あ
る（

４
）。

遠
藤
純
氏
は
「
従
来
の
道
徳
観
・
倫
理
感
を
覆
す
」「
根
本
思
想
」
を
読
み
取
り
、
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

　�（『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
に
）
込
め
ら
れ
た
従
来
の
道
徳
観
・
倫
理
感
を
覆
し
、
新

た
な
そ
れ
を
指
し
示
す
と
い
う
根
本
思
想
が
、
人
間
尊
重
の
戦
後
教
科
書
観
と
合
致

し
、
こ
の
作
品
を
教
材
と
し
て
結
実
さ
せ
る
一
要
因
と
な
っ
た（

５
）。

こ
う
し
た
戦
後
の
民
主
主
義
の
学
校
教
育
の
方
向
性
と
合
致
す
る
「
根
本
思
想
」
に
付

け
加
え
て
、
構
氏
は
「
そ
う
し
た
重
な
り
は
、
教
材
化
へ
と
向
か
う
段
階
的
な
処
置
の
な

か
で
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
し
て
、
戦
前
の
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
か
ら
継
続
す
る

「
経
験
主
義
」「
生
活
主
義
」
を
指
摘
さ
れ
た
。

　�

一
九
四
九
（
昭
和
24
）
年
度
以
降
、
教
科
書
は
検
定
に
移
行
す
る
。
し
か
し
、
検

定
教
科
書
は
そ
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
国
定
教
科
書
を
範
と
し
て
作
ら
れ

た
。
ま
た
、
経
験
主
義
・
生
活
主
義
の
教
育
思
潮
は
引
き
継
が
れ
た
。
そ
う
し
た

後
押
し
を
受
け
て
、賢
治
作
品
の
採
用
も
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゆ
え
に
〈
宮
沢
賢
治
〉
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
水
準
を
高
め
、
な
に
よ
り
規

範
を
涵
養
す
る
に
適
し
た
教
材
と
し
て
の
位
置
が
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る（

６
）。

遠
藤
氏
、
構
氏
が
共
に
引
用
さ
れ
た
有
光
次
郎
「
新
教
科
書
に
つ
い
て
」
に
は
、
戦
後

国
定
教
科
書
の
方
針
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
時
代
風
潮
と
こ
れ
を
軸
に

展
開
し
て
き
た
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
教
材
史
の
趨
勢
が
知
ら
れ
る
。

　�

新
し
い
教
育
の
方
向
に
添
つ
て
軍
国
主
義
や
極
端
な
国
家
主
義
或
は
国
家
神
道
な
ど

の
教
材
は
除
き
、
人
間
性
を
尊
重
し
民
主
主
義
的
国
家
の
建
設
、
国
際
親
善
に
寄
与

し
得
る
や
う
な
国
民
の
育
成
を
目
ざ
し
て
編
集
さ
れ
て
ゐ
る（

７
）。

戦
後
日
本
の
教
育
改
革
と
は
、
日
本
の
教
育
の
民
主
化
を
め
ざ
し
た
一
連
の
制
度
改
革

を
い
う
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
Ｇ
Ｈ

Ｑ
（G

eneral�H
eadquarters

）
の
発
意
に
よ
り
、
米
国
国
務
省
は
米
国
対
日
教
育
使

節
団
を
派
遣
し
て
、
六
・
三
・
三
制
を
勧
告
す
る
な
ど
の
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
を
進
め

た（
８
）。

そ
の
な
か
で
日
本
最
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
あ
る
昭
和
二
十
二
年
「
学
習
指
導

要
領
（
試
案
）」
が
発
行
さ
れ
る
。
そ
の
作
成
に
携
わ
っ
た
人
物
の
ひ
と
り
に
、
昭
和
女

子
大
学
教
授
で
児
童
文
学
者
の
石
森
延
男
（
一
八
九
七
～
一
九
八
七
）
が
い
る
。
石
森
延

男
は
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
中
学
校
な
ど
の
教
師
を
経
て
、
中
国
・
遼
寧
省
大

連
で
十
数
年
間
の
外
地
生
活
を
送
っ
た
。
戦
後
は
昭
和
女
子
大
学
教
授
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
民
間
情
報
教
育
局
Ｃ
Ｉ
Ｅ（Civil�Inform

ation�and�Education

）の
指
導
の
も
と
、

日
本
最
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
あ
る
昭
和
二
十
二
年
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編

（
試
案
）」
の
作
業
に
直
接
従
事
し
、
数
々
の
証
言
を
遺
し
て
い
る
。

吉
田
裕
久
氏
は
、
そ
の
作
成
過
程
を
詳
細
に
跡
づ
け
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
求
め
る
「
学
習
指
導

要
領
（Course�of�Study

）」「
単
元
（U

nit�of�W
ork

）」
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な

概
念
を
も
た
な
か
っ
た
石
森
延
男
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
側
が
戸
惑
い
困
窮
し
つ
つ
も
、

そ
れ
を
咀
嚼
理
解
し
て
い
く
具
体
相
を
浮
き
彫
り
に
し
、日
本
最
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

　�

昭
和
二
二
年
度
版
『
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編
（
試
案
）』
は
、
一
九
〇
〇
（
明

治
二
三
）
年
に
国
語
科
が
成
立
し
て
以
来
の
、
や
は
り
大
き
な
国
語
教
育
の
曲
が
り

角
に
な
っ
た
歴
史
的
な
瞬
間
、
画
期
的
出
来
事
（
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
と
し
て

一
大
国
語
教
育
改
革
の
現
場
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か（

９
）。

吉
田
氏
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
二
年
度
版
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編
（
試
案
）」

に
よ
っ
て
、
教
師
は
そ
れ
ま
で
の
「
教
材
研
究
―
指
導
方
法
」
中
心
の
「
内
容
・
方
法
」

を
「
教
え
る
存
在
」
か
ら
、「
目
標
―
内
容
―
方
法
―
評
価
」
と
い
う
教
育
の
シ
ス
テ
ム

を
自
ら
作
り
上
げ
、「
目
標
・
評
価
」
を
考
え
、「
学
習
を
支
え
る
存
在
」
へ
と
転
換
を
遂

げ
た
。
こ
の
戦
前
教
育
か
ら
戦
後
教
育
へ
の
転
換
と
は
、「
教
授
」
か
ら
「
学
習
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。
教
師
の
側
の
新
た
な
課
題
は
、「
目
標
―
内
容
―
方
法
―
評
価
」
と
い
う

教
育
の
構
造
、
単
元
的
展
開
、
評
価
意
義
な
ど
で
あ
っ
た）

（1
（

。
こ
れ
は
言
語
活
動
を
は
じ
め

と
す
る
現
代
の
国
語
教
育
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
今
日
的
な
意
義
を
有
す

― 　（4） ―
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る
問
題
で
も
あ
る
。

で
は
、
吉
田
氏
が
画
期
的
と
評
さ
れ
た
昭
和
二
十
二
年
度
版
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語

科
編（
試
案
）」の
思
想
は
、こ
の
と
き
採
用
さ
れ
た『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』教
科
書
本
文
に
、

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
教
科
書
本
文
の
改
変
と
「
単
元
（U

nit	of	W
ork

）」

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
「
裁
判
」
の
物
語
で
あ
る
。

あ
る
晩
、一
郎
の
家
に
お
か
し
な
ハ
ガ
キ
が
届
く
。
そ
れ
は
、山
猫
か
ら
の
手
紙
で
あ
っ

た
。
明
日
、
ぜ
ひ
、
山
猫
に
会
い
に
山
へ
来
て
欲
し
い
と
い
う
。
翌
朝
、
一
郎
は
山
猫
を

訪
ね
て
山
奥
へ
入
る
。
山
猫
は
、
昨
日
か
ら
続
く
面
倒
な
裁
判
に
つ
い
て
、
一
郎
の
意
見

を
聞
き
た
い
と
言
う
。
す
る
と
、
草
む
ら
の
中
か
ら
、
黄
金
色
に
光
る
ど
ん
ぐ
り
た
ち
が
、

た
く
さ
ん
現
れ
た
。
面
倒
な
裁
判
と
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
中
で
誰
が
一
番
偉
い
か
と
い
う
争

い
で
あ
っ
た
。
こ
の
裁
判
に
決
着
を
つ
け
る
の
は
、
鶴
の
一
声
の
よ
う
な
一
郎
の
「
申
し

わ
た
し
」
で
あ
る
。

当
時
の
教
科
書
に
は
、単
元
末
に「
学
習
の
て
び
き
」が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
構
氏
は『
ど

ん
ぐ
り
と
山
猫
』の
教
材
研
究
史
か
ら
、現
場
の
教
員
に
よ
っ
て
、ど
ん
ぐ
り
の
裁
判
が「
民

主
的
社
会
建
設
へ
の
暗
示
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
授
業
計
画
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
事

例
等
を
紹
介
し
、昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
発
行
の
文
部
省
国
語
教
育
研
究
会
編
『
学

習
指
導
の
手
引
き
―
第
四
学
年
用
』
の
「
指
導
の
目
標
」
を
示
さ
れ
た
。
そ
の
４
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）

（（
（

�

。

　�

こ
の
文
中
に
は
、
か
わ
っ
た
裁
判
を
通
し
て
、「
え
ら
い
も
の
」
と
は
な
に
か
の
問

題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ど
ん
ぐ
り
が
せ
い
の
く
ら
べ
っ
こ
を
し
て
い
る
風
刺
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
随
所
に
軽
く
た
く
ま
な
い
ユ
ー
モ
ア
ー
が
見
受
け
ら
れ
、
読
む
も
の

を
し
て
思
わ
ず
ほ
お
笑
ま
せ
、
そ
の
ほ
お
え
み
の
う
ち
に
自
然
に
考
え
さ
せ
ま
す
。

風
刺
と
か
ユ
ー
モ
ア
ー
と
か
は
人
間
独
特
の
も
の
で
す
。
心
か
ら
た
の
し
い
笑
い
を

笑
え
る
人
に
育
て
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

教
科
書
発
行
か
ら
二
年
後
、
こ
こ
で
は
「
え
ら
い
も
の
」
と
は
な
に
か
、
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
。

構
氏
は
、
昭
和
二
十
一
年
版
、
昭
和
二
十
二
年
版
と
宮
澤
賢
治
の
原
文
を
対
照
し
、
教

科
書
が
「
一
郎
が
山
猫
か
ら
『
巻
煙
草
』
を
勧
め
ら
れ
る
場
面
が
削
除
」
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
、
教
育
的
配
慮
と
山
猫
の
高
慢
さ
の
緩
和
に
よ
る
「
手
直
し
」
を
指
摘
し
、
ま
た
、

次
の
宮
澤
賢
治
の
原
文
に
対
し
て）

（1
（

、

　�

お
も
て
に
で
て
み
る
と
、
ま
は
り
の
山
は
、
み
ん
な
た
つ
た
い
ま
で
き
た
ば
か
り
の

や
う
に
う
る
う
る
も
り
あ
が
つ
て
、ま
つ
青
な
そ
ら
の
し
た
に
な
ら
ん
で
ゐ
ま
し
た
。

教
科
書
が
手
直
し
を
し
た
読
点
・
漢
字
・
仮
名
遣
い
、
擬
態
語
「
う
る
う
る
」
の
変
化

を
指
摘
さ
れ
た
。

た
し
か
に
、
宮
澤
賢
治
の
原
文
に
対
し
て
、
教
科
書
は
か
な
り
大
胆
に
手
を
入
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
に
は
、
構
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
重
要

な
原
文
の
改
変
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
石
森
延
男
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の

意
向
や
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
文
二
箇
所
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
表
２
は
、
戦
後
初
の
二
種
の
教
科
書
の
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
本
文
と
、
宮
澤

賢
治
の
原
文
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
宮
澤
賢
治
が
生
前
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
、
自
費
出
版
に
近
い
形
で
刊
行
し
た
作
品
で
あ
る
。

原
文
は
『【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
二
巻
本
文
篇
に
拠
り
、校
異
篇
を
参
看
し
た
。

表
の
上
段
に
は
、昭
和
二
十
二
年
度
版「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編（
試
案
）」に
先
立
っ

て
発
行
さ
れ
た
、
戦
後
最
初
の
「
暫
定
教
科
書
」『
初
等
科
国
語�

四�

第
四
学
年�

後
期
用
』

本
文
で
あ
る
。
表
の
中
段
は
、
そ
の
翌
年
に
発
行
さ
れ
た
『
国
語�

第
四
学
年
下
』
本
文

で
あ
る
。

表
２
は
、
わ
か
り
や
す
い
原
文
の
改
変
と
し
て
、
学
年
の
表
記
を
対
照
し
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

表
２
に
は
原
文
の
改
変
①
～
⑤
が
確
認
さ
れ
る
。
原
文
の
①
③
「
五
年
生
」・
④
「
尋

常
五
年
生
」・
⑤
「
大
学
校
の
五
年
生
」
が
、
昭
和
二
十
一
年
版
で
は
①
③
「
四
年
生
」・

④
「
初
等
科
の
四
年
生
」・
⑤
「
大
学
の
四
年
生
」、
昭
和
二
十
二
年
版
で
は
①
③
「
四
年

生
」・
④
「
小
学
校
の
四
年
生
」・
⑤
「
大
学
の
四
年
生
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

昭
和
二
十
一
年
版
が
「
初
等
科
の
第
四
学
年
」、昭
和
二
十
二
年
版
が
「
小
学
校
第
四
学
年
」

の
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

― 　（5） ―
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点
の
時
点
に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
石
森
延
男
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て

成
立
し
た
暫
定
教
科
書
に
お
い
て
、
賢
治
童
話
は
、
国
家
主
義
的
な
徳
目
あ
る
い
は

教
訓
か
ら
解
放
さ
れ
た
純
粋
の
児
童
文
学
と
し
て
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
民
主
主
義
の

時
代
の
新
し
い
教
材
と
し
て
国
語
教
科
書
の
上
に
登
場
し
た
。
そ
れ
か
ら
60
有
余

年
、
賢
治
童
話
が
国
語
教
科
書
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
中

学
校
、
高
等
学
校
の
教
科
書
に
目
を
広
げ
て
も
他
に
例
を
見
る
こ
と
の
な
い
事
実

で
あ
る（

４
）。

遠
藤
純
氏
は
「
従
来
の
道
徳
観
・
倫
理
感
を
覆
す
」「
根
本
思
想
」
を
読
み
取
り
、
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

　�（『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
に
）
込
め
ら
れ
た
従
来
の
道
徳
観
・
倫
理
感
を
覆
し
、
新

た
な
そ
れ
を
指
し
示
す
と
い
う
根
本
思
想
が
、
人
間
尊
重
の
戦
後
教
科
書
観
と
合
致

し
、
こ
の
作
品
を
教
材
と
し
て
結
実
さ
せ
る
一
要
因
と
な
っ
た（

５
）。

こ
う
し
た
戦
後
の
民
主
主
義
の
学
校
教
育
の
方
向
性
と
合
致
す
る
「
根
本
思
想
」
に
付

け
加
え
て
、
構
氏
は
「
そ
う
し
た
重
な
り
は
、
教
材
化
へ
と
向
か
う
段
階
的
な
処
置
の
な

か
で
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
し
て
、
戦
前
の
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
か
ら
継
続
す
る

「
経
験
主
義
」「
生
活
主
義
」
を
指
摘
さ
れ
た
。

　�

一
九
四
九
（
昭
和
24
）
年
度
以
降
、
教
科
書
は
検
定
に
移
行
す
る
。
し
か
し
、
検

定
教
科
書
は
そ
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
国
定
教
科
書
を
範
と
し
て
作
ら
れ

た
。
ま
た
、
経
験
主
義
・
生
活
主
義
の
教
育
思
潮
は
引
き
継
が
れ
た
。
そ
う
し
た

後
押
し
を
受
け
て
、賢
治
作
品
の
採
用
も
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゆ
え
に
〈
宮
沢
賢
治
〉
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
水
準
を
高
め
、
な
に
よ
り
規

範
を
涵
養
す
る
に
適
し
た
教
材
と
し
て
の
位
置
が
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る（

６
）。

遠
藤
氏
、
構
氏
が
共
に
引
用
さ
れ
た
有
光
次
郎
「
新
教
科
書
に
つ
い
て
」
に
は
、
戦
後

国
定
教
科
書
の
方
針
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
時
代
風
潮
と
こ
れ
を
軸
に

展
開
し
て
き
た
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
教
材
史
の
趨
勢
が
知
ら
れ
る
。

　�

新
し
い
教
育
の
方
向
に
添
つ
て
軍
国
主
義
や
極
端
な
国
家
主
義
或
は
国
家
神
道
な
ど

の
教
材
は
除
き
、
人
間
性
を
尊
重
し
民
主
主
義
的
国
家
の
建
設
、
国
際
親
善
に
寄
与

し
得
る
や
う
な
国
民
の
育
成
を
目
ざ
し
て
編
集
さ
れ
て
ゐ
る（

７
）。

戦
後
日
本
の
教
育
改
革
と
は
、
日
本
の
教
育
の
民
主
化
を
め
ざ
し
た
一
連
の
制
度
改
革

を
い
う
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
Ｇ
Ｈ

Ｑ
（G

eneral�H
eadquarters

）
の
発
意
に
よ
り
、
米
国
国
務
省
は
米
国
対
日
教
育
使

節
団
を
派
遣
し
て
、
六
・
三
・
三
制
を
勧
告
す
る
な
ど
の
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
を
進
め

た（
８
）。

そ
の
な
か
で
日
本
最
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
あ
る
昭
和
二
十
二
年
「
学
習
指
導

要
領
（
試
案
）」
が
発
行
さ
れ
る
。
そ
の
作
成
に
携
わ
っ
た
人
物
の
ひ
と
り
に
、
昭
和
女

子
大
学
教
授
で
児
童
文
学
者
の
石
森
延
男
（
一
八
九
七
～
一
九
八
七
）
が
い
る
。
石
森
延

男
は
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
中
学
校
な
ど
の
教
師
を
経
て
、
中
国
・
遼
寧
省
大

連
で
十
数
年
間
の
外
地
生
活
を
送
っ
た
。
戦
後
は
昭
和
女
子
大
学
教
授
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
民
間
情
報
教
育
局
Ｃ
Ｉ
Ｅ（Civil�Inform

ation�and�Education

）の
指
導
の
も
と
、

日
本
最
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
あ
る
昭
和
二
十
二
年
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編

（
試
案
）」
の
作
業
に
直
接
従
事
し
、
数
々
の
証
言
を
遺
し
て
い
る
。

吉
田
裕
久
氏
は
、
そ
の
作
成
過
程
を
詳
細
に
跡
づ
け
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
求
め
る
「
学
習
指
導

要
領
（Course�of�Study

）」「
単
元
（U

nit�of�W
ork

）」
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な

概
念
を
も
た
な
か
っ
た
石
森
延
男
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
側
が
戸
惑
い
困
窮
し
つ
つ
も
、

そ
れ
を
咀
嚼
理
解
し
て
い
く
具
体
相
を
浮
き
彫
り
に
し
、日
本
最
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

　�

昭
和
二
二
年
度
版
『
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編
（
試
案
）』
は
、
一
九
〇
〇
（
明

治
二
三
）
年
に
国
語
科
が
成
立
し
て
以
来
の
、
や
は
り
大
き
な
国
語
教
育
の
曲
が
り

角
に
な
っ
た
歴
史
的
な
瞬
間
、
画
期
的
出
来
事
（
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
と
し
て

一
大
国
語
教
育
改
革
の
現
場
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か（

９
）。

吉
田
氏
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
二
年
度
版
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編
（
試
案
）」

に
よ
っ
て
、
教
師
は
そ
れ
ま
で
の
「
教
材
研
究
―
指
導
方
法
」
中
心
の
「
内
容
・
方
法
」

を
「
教
え
る
存
在
」
か
ら
、「
目
標
―
内
容
―
方
法
―
評
価
」
と
い
う
教
育
の
シ
ス
テ
ム

を
自
ら
作
り
上
げ
、「
目
標
・
評
価
」
を
考
え
、「
学
習
を
支
え
る
存
在
」
へ
と
転
換
を
遂

げ
た
。
こ
の
戦
前
教
育
か
ら
戦
後
教
育
へ
の
転
換
と
は
、「
教
授
」
か
ら
「
学
習
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。
教
師
の
側
の
新
た
な
課
題
は
、「
目
標
―
内
容
―
方
法
―
評
価
」
と
い
う

教
育
の
構
造
、
単
元
的
展
開
、
評
価
意
義
な
ど
で
あ
っ
た）

（1
（

。
こ
れ
は
言
語
活
動
を
は
じ
め

と
す
る
現
代
の
国
語
教
育
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
今
日
的
な
意
義
を
有
す

― 　（4） ―
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る
問
題
で
も
あ
る
。

で
は
、
吉
田
氏
が
画
期
的
と
評
さ
れ
た
昭
和
二
十
二
年
度
版
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語

科
編（
試
案
）」の
思
想
は
、こ
の
と
き
採
用
さ
れ
た『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』教
科
書
本
文
に
、

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
教
科
書
本
文
の
改
変
と
「
単
元
（U

nit	of	W
ork

）」

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
「
裁
判
」
の
物
語
で
あ
る
。

あ
る
晩
、一
郎
の
家
に
お
か
し
な
ハ
ガ
キ
が
届
く
。
そ
れ
は
、山
猫
か
ら
の
手
紙
で
あ
っ

た
。
明
日
、
ぜ
ひ
、
山
猫
に
会
い
に
山
へ
来
て
欲
し
い
と
い
う
。
翌
朝
、
一
郎
は
山
猫
を

訪
ね
て
山
奥
へ
入
る
。
山
猫
は
、
昨
日
か
ら
続
く
面
倒
な
裁
判
に
つ
い
て
、
一
郎
の
意
見

を
聞
き
た
い
と
言
う
。
す
る
と
、
草
む
ら
の
中
か
ら
、
黄
金
色
に
光
る
ど
ん
ぐ
り
た
ち
が
、

た
く
さ
ん
現
れ
た
。
面
倒
な
裁
判
と
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
中
で
誰
が
一
番
偉
い
か
と
い
う
争

い
で
あ
っ
た
。
こ
の
裁
判
に
決
着
を
つ
け
る
の
は
、
鶴
の
一
声
の
よ
う
な
一
郎
の
「
申
し

わ
た
し
」
で
あ
る
。

当
時
の
教
科
書
に
は
、単
元
末
に「
学
習
の
て
び
き
」が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
構
氏
は『
ど

ん
ぐ
り
と
山
猫
』の
教
材
研
究
史
か
ら
、現
場
の
教
員
に
よ
っ
て
、ど
ん
ぐ
り
の
裁
判
が「
民

主
的
社
会
建
設
へ
の
暗
示
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
授
業
計
画
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
事

例
等
を
紹
介
し
、昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
発
行
の
文
部
省
国
語
教
育
研
究
会
編
『
学

習
指
導
の
手
引
き
―
第
四
学
年
用
』
の
「
指
導
の
目
標
」
を
示
さ
れ
た
。
そ
の
４
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）

（（
（

�

。

　�

こ
の
文
中
に
は
、
か
わ
っ
た
裁
判
を
通
し
て
、「
え
ら
い
も
の
」
と
は
な
に
か
の
問

題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ど
ん
ぐ
り
が
せ
い
の
く
ら
べ
っ
こ
を
し
て
い
る
風
刺
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
随
所
に
軽
く
た
く
ま
な
い
ユ
ー
モ
ア
ー
が
見
受
け
ら
れ
、
読
む
も
の

を
し
て
思
わ
ず
ほ
お
笑
ま
せ
、
そ
の
ほ
お
え
み
の
う
ち
に
自
然
に
考
え
さ
せ
ま
す
。

風
刺
と
か
ユ
ー
モ
ア
ー
と
か
は
人
間
独
特
の
も
の
で
す
。
心
か
ら
た
の
し
い
笑
い
を

笑
え
る
人
に
育
て
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

教
科
書
発
行
か
ら
二
年
後
、
こ
こ
で
は
「
え
ら
い
も
の
」
と
は
な
に
か
、
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
。

構
氏
は
、
昭
和
二
十
一
年
版
、
昭
和
二
十
二
年
版
と
宮
澤
賢
治
の
原
文
を
対
照
し
、
教

科
書
が
「
一
郎
が
山
猫
か
ら
『
巻
煙
草
』
を
勧
め
ら
れ
る
場
面
が
削
除
」
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
、
教
育
的
配
慮
と
山
猫
の
高
慢
さ
の
緩
和
に
よ
る
「
手
直
し
」
を
指
摘
し
、
ま
た
、

次
の
宮
澤
賢
治
の
原
文
に
対
し
て）

（1
（

、

　�

お
も
て
に
で
て
み
る
と
、
ま
は
り
の
山
は
、
み
ん
な
た
つ
た
い
ま
で
き
た
ば
か
り
の

や
う
に
う
る
う
る
も
り
あ
が
つ
て
、ま
つ
青
な
そ
ら
の
し
た
に
な
ら
ん
で
ゐ
ま
し
た
。

教
科
書
が
手
直
し
を
し
た
読
点
・
漢
字
・
仮
名
遣
い
、
擬
態
語
「
う
る
う
る
」
の
変
化

を
指
摘
さ
れ
た
。

た
し
か
に
、
宮
澤
賢
治
の
原
文
に
対
し
て
、
教
科
書
は
か
な
り
大
胆
に
手
を
入
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
に
は
、
構
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
重
要

な
原
文
の
改
変
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
石
森
延
男
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の

意
向
や
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
文
二
箇
所
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
表
２
は
、
戦
後
初
の
二
種
の
教
科
書
の
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
本
文
と
、
宮
澤

賢
治
の
原
文
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
宮
澤
賢
治
が
生
前
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
、
自
費
出
版
に
近
い
形
で
刊
行
し
た
作
品
で
あ
る
。

原
文
は
『【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
二
巻
本
文
篇
に
拠
り
、校
異
篇
を
参
看
し
た
。

表
の
上
段
に
は
、昭
和
二
十
二
年
度
版「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編（
試
案
）」に
先
立
っ

て
発
行
さ
れ
た
、
戦
後
最
初
の
「
暫
定
教
科
書
」『
初
等
科
国
語�

四�

第
四
学
年�

後
期
用
』

本
文
で
あ
る
。
表
の
中
段
は
、
そ
の
翌
年
に
発
行
さ
れ
た
『
国
語�

第
四
学
年
下
』
本
文

で
あ
る
。

表
２
は
、
わ
か
り
や
す
い
原
文
の
改
変
と
し
て
、
学
年
の
表
記
を
対
照
し
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

表
２
に
は
原
文
の
改
変
①
～
⑤
が
確
認
さ
れ
る
。
原
文
の
①
③
「
五
年
生
」・
④
「
尋

常
五
年
生
」・
⑤
「
大
学
校
の
五
年
生
」
が
、
昭
和
二
十
一
年
版
で
は
①
③
「
四
年
生
」・

④
「
初
等
科
の
四
年
生
」・
⑤
「
大
学
の
四
年
生
」、
昭
和
二
十
二
年
版
で
は
①
③
「
四
年

生
」・
④
「
小
学
校
の
四
年
生
」・
⑤
「
大
学
の
四
年
生
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

昭
和
二
十
一
年
版
が
「
初
等
科
の
第
四
学
年
」、昭
和
二
十
二
年
版
が
「
小
学
校
第
四
学
年
」

の
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

― 　（5） ―
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表
２
．
学
年
の
表
記
の
改
変

『
初
等
科
国
語
四

第
四
学
年
後
期
用
』

『
国
語�

第
四
学
年
下
』

宮
澤
賢
治

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
原
文

「
う
ま
い
で
す
ね
。
①
四
年
生

だ
つ
て
、

②
あ
の
く
ら
ゐ
に
は
、
書
け

な
い
で
せ
う
。」

す
る
と
、
男
は
、
急
に
ま
た

い
や
な
顔
を
し
ま
し
た
。

「
③
四
年
生
と
い
ふ
の
は
、
④

初
等
科
の
四
年
生
だ
ら
う
。」

そ
の
聲
が
、
あ
ま
り
力
な
く
、

あ
は
れ
に
聞
え
ま
し
た
の
で
、

一
郎
は
あ
わ
て
て
い
ひ
ま
し

た
。

「
い
い
え
、
⑤
大
學
の
四
年
生

で
す
よ
。」

「
う
ま
い
で
す
ね
。
①
四
年
生

だ
っ
て
、

②
あ
ん
な
に
は
書
け
な
い
で

し
ょ
う
。」

す
る
と
、
男
は
ま
た
い
や
な

顔
を
し
ま
し
た
。

「
③
四
年
生
と
い
う
の
は
、
④

小
学
校
の
四
年
生
だ
ろ
う
。」

そ
の
声
が
、
あ
ん
ま
り
力
が

な
く
、

あ
わ
れ
に
き
こ
え
ま
し
た
の
で
、

い
ち
ろ
う
は
あ
わ
て
て
い
い

ま
し
た
。

「
い
い
え
、
⑤
大
学
の
四
年
生

で
す
よ
。」

「
う
ま
い
で
す
ね
。
①
五
年
生

だ
つ
て

②
あ
の
く
ら
ゐ
に
は
書
け
な

い
で
せ
う
。」

す
る
と
男
は
、
急
に
ま
た
い

や
な
顔
を
し
ま
し
た
。

「
③
五
年
生
つ
て
い
ふ
の
は
、

④
尋
常
五
年
生
だ
べ
。」

そ
の
声
が
、
あ
ん
ま
り
力
な
く

あ
は
れ
に
聞
え
ま
し
た
の
で
、

一
郎
は
あ
わ
て
ゝ
言
ひ
ま
し

た
。

「
い
い
え
、
⑤
大
学
校
の
五
年

生
で
す
よ
。」

こ
の
改
変
の
目
的
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
次
の
「
単
元
（U

nit�of�W
ork

）」

学
習
の
要
請
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　�

学
習
者
の
興
味
・
関
心
を
生
か
し
な
が
ら
、
問
題
・
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
効
果

的
に
言
語
活
動
を
展
開
し
、
言
語
能
力
を
育
む）

（1
（

。

ふ
た
つ
の
教
科
書
は
、
生
徒
た
ち
に
作
品
に
親
し
み
を
も
た
せ
、「
学
習
者
の
興
味
・

関
心
を
生
か
し
な
が
ら
」、
問
題
・
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
た
め
に
、
原
文
の
「
尋
常
五

年
生
」
を
、
生
徒
た
ち
と
同
じ
学
年
の
「
四
年
生
」
に
改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
と
「
単
元
（U

nit	of	W
ork

）」

―
「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」
―

昭
和
二
十
二
年
度
版
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編
（
試
案
）」
の
作
業
過
程
で
問
題

と
な
っ
た
の
は
、「
単
元
（U

nit�of�W
ork

）」
と
い
う
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
末
尾
に
は
、

「
参
考
」
と
し
て
次
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」

石
森
延
男
は
、
単
元
名
を
「
参
考
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て

い
る
。

　�

こ
の
単
元
名
を
聞
い
て
、
わ
た
し
は
、
は
た
と
迷
っ
た
。
い
き
な
り
わ
が
国
古
来
の

国
語
教
材
（
文
章
、
資
料
、
な
ど
と
…
…
）
と
異
質
な
も
の
に
な
っ
て
は
さ
ぞ
迷
う

だ
ろ
う
と
不
安
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
で
単
元
名
は
、本
文
に
か
か
げ
な
い
で「
参

考
」
と
し
て
掲
示
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
の
だ）

（1
（

。

こ
こ
に
は
、
石
森
延
男
が
単
元
名
を
「
参
考
」
に
し
た
理
由
が
、
は
っ
き
り
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

吉
田
氏
は
、
こ
の
く
だ
り
は
昭
和
二
十
二
年
七
月
八
日
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
示

唆（Suggestion

）に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
示
唆
に
対
応
し
て
、『
ど

ん
ぐ
り
と
山
猫
』
が
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。「
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
裁
判
」

は
、
三
日
間
に
お
よ
ん
で
揉
め
続
け
る
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
「
わ
れ
わ
れ
の

意
見
」
と
「
他
人
の
意
見
」
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
裁
判
は
表
３
に
示
し
た
一
郎
の
「
申
し
わ
た
し
」
に
よ
っ
て
、
あ
っ
さ
り
と
決

着
が
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

表
３
に
は
、
原
文
の
改
変
①
～
⑨
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
重
要
な
改
変
は
、
②

③
⑦
で
あ
る
。

ま
ず
、
原
文
②
「
い
ち
ば
ん
」
を
教
科
書
が
削
除
し
た
理
由
は
、
文
頭
に
「
こ
の
な
か

で
い
ち
ば
ん
ば
か
で
」が
あ
り
、「
い
ち
ば
ん
」の
語
が
重
出
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、

原
文
で
は
文
頭
「
い
ち
ば
ん
ば
か
で
」
が
、
②
「
い
ち
ば
ん
え
ら
い
」
と
対
比
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
と
対
応
し
て
、
教
科
書
は
原
文
⑦
「
い
ち
ば
ん
え
ら
く
な
く
て
」
の
「
え
ら
く

な
く
て
」を
削
除
す
る
。
つ
ま
り
、最
初
の
教
科
書
昭
和
二
十
一
年
版
は「
い
ち
ば
ん
」「
え

ら
い
」
の
対
応
を
削
除
し
、
二
番
目
の
昭
和
二
十
二
年
版
は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
こ
の
こ

― 　（6） ―
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と
に
よ
っ
て
、菩
薩
の
思
想
「
で
く
の
ぼ
う
」
と
も
通
じ
る
宮
澤
賢
治
の
重
要
な
キ
イ
ワ
ー

ド
の
対
比
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、一
郎
の
こ
と
ば
、③
「
ぼ
く
お
説せ

つ

教け
う

で
き
い
た
ん
で
す
。」
を
、

ふ
た
つ
の
教
科
書
が
削
除
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
見
、
一
郎
の
主
体
性
を
疑
わ
せ
る
か

の
よ
う
な
発
言
で
は
あ
る
が
、「
お
説
教
」
と
は
、
宮
澤
賢
治
が
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
る

こ
と
か
ら
、お
そ
ら
く
仏
教
寺
院
で
の
僧
侶
に
よ
る
法
話
な
ど
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
お
説
教
」
に
由
来
す
る
宗
教
的
意
味
合
い
が
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、『
教
育

基
本
法
』
第
９
条
（
宗
教
教
育
）
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る）

（1
（

。

　�

第
９
条
（
宗
教
教
育
）
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け

る
地
位
は
、
教
育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　�

②
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育

そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
ぼ
く
お
説せ

つ

教け
う

で
き
い
た
ん
で
す
」
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
信
教
の
自
由
を
尊
重
す

る
た
め
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宮
澤
賢
治
の
拠
り
所
、
仏
教
の
菩
薩
の

思
想
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
し
て
、「
民
主
主
義
教
育
」
と
し
て
重
要
な
点
が
、
一
郎
の
こ
の
論
理
の
通
り
方
で

あ
る
。
ど
ん
ぐ
り
た
ち
は
反
論
も
せ
ず
、
多
数
決
も
採
ろ
う
と
し
な
い
。
何
の
議
論
も
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
郎
の
鶴
の
一
声
で
裁
判
の
決
着
が
つ
く
。

　

こ
れ
が
、
民
主
主
義
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、「
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
裁
判
」
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
問
わ
れ
る
の
は
、
オ

ズ
ボ
ー
ン
が
求
め
た
よ
う
に
、

　「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」

と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
求
め
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
風

の
か
な
り
緩
や
か
な
も
の
で
、「
教
授
」
か
ら
「
学
習
」
へ
と
転
換
し
た
、
新
し
い
教
育

の
質
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

む
す
び

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
の
教
育
史
に
お
い
て
、
軍
国
主
義
教
育
の
反
動
と
し
て
の
戦

後
の
民
主
主
義
教
育
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
別
の
観
点
か
ら
、

表
３
．
い
ち
ろ
う
の
「
申
し
わ
た
し
」

『
初
等
科
国
語
四

第
四
学
年
後
期
用
』

『
国
語�

第
四
学
年
下
』

宮
澤
賢
治

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
原
文

「
そ
ん
な
ら
、
か
う
い
ひ
わ
た

し
た
ら
い
い
で
せ
う
。

こ
の
中
で
、
一
ば
ん
ば
か
で
、

め
ち
や
く
ち
や
で
、
ま
る
で
①

な
つ
て
な
い
や
う
な
の
が
、
②

え
ら
い
と
ね
。」

山
ね
こ
は
、
な
る
ほ
ど
と
い
ふ

④
ふ
う
に
う
な
づ
い
て
、
そ
れ

か
ら
、
い
か
に
も

⑤
氣
ど
つ
て
、

し
ゆ
す
の
着
物
の
⑥
え
り
を
開

い
て
、

黄
色
の
ぢ
ん
ば
お
り
を
ち
よ
つ

と
出
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
ど
も
に

申
し
わ
た
し
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
い
。
し
づ
か
に
し
ろ
。

申
し
わ
た
し
だ
。

こ
の
中
で
、
一
ば
ん
⑦
□
□
□

□
□
□
、

ば
か
で
、
め
ち
や
く
ち
や
で
、

て
ん
で
⑧
な
つ
て
ゐ
な
く
て
、

頭
の
つ
ぶ
れ
た
や
う
な
や
つ

が
、
一
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」

ど
ん
ぐ
り
ど
も
は
、
し
い
ん
と

し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
、
し
い
ん
と
し

て
、

⑨
固
ま
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
ら
、
こ
う
い
い
わ
た

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
中
で
、い
ち
ば
ん
ば
か
で
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
ま
る
で
①

な
っ
て
な
い
の
が
②
え
ら
い
と

ね
。」

や
ま
ね
こ
は
、
な
る
ほ
ど
と
い

う
④
よ
う
に
う
な
ず
い
て
、
そ

れ
か
ら
、
い
か
に
も

⑤
氣
ど
っ
た
よ
う
す
で
、

し
ゅ
す
の
着
物
の
⑥
え
り
を
開

い
て
、

黄
色
の
じ
ん
ば
お
り
を
ち
ょ
っ

と
だ
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
ど
も
に

申
し
わ
た
し
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
い
。
し
ず
か
に
し
ろ
。

申
し
わ
た
し
だ
。

こ
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
⑦
□
□

□
□
□
□
、
ば
か
で
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
で
、

て
ん
で
⑧
な
っ
て
な
く
て
、

頭
の
つ
ぶ
れ
た
よ
う
な
や
つ

が
、
い
ち
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」

ど
ん
ぐ
り
ど
も
は
、
し
い
ん
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
し
い
ん
と
し

て
、

⑨
だ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
ら
、
か
う
言い

ひ
わ
た

し
た
ら
い
ゝ
で
せ
う
。

こ
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
ば
か

で
、
め
ち
や
く
ち
や
で
、
ま
る

で
①
な
つ
て
ゐ
な
い
や
う
な
の

が
、②
い
ち
ば
ん
え
ら
い
と
ね
。

③
ぼ
く
お
説せ
つ
け
う教
で
き
い
た
ん
で

す
。」

山や
ま

猫ね
こ

は
な
る
ほ
ど
と
い
ふ
④
ふ

う
に
う
な
づ
い
て
、
そ
れ
か
ら

い
か
に
も
⑤
気き

取ど

つ
て
、

繻し
ゆ

子す

の
き
も
の
ゝ
⑥
胸え
り

を
開ひ
ら
いい

て
、

黄き

い
ろ
の
陣じ

ん

羽ば

織を
り

を
ち
よ
つ
と

出だ

し
て
ど
ん
〔
ぐ

（
マ
マ
）〕

り
ど
も
に

申ま
う

し
わ
た
し
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
い
。
し
づ
か
に
し
ろ
。

申ま
う

し
わ
た
し
だ
。

こ
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
⑦
え

ら
く
な
く
て
、
ば
か
で
、
め
ち

や
く
ち
や
で
、

て
ん
で
⑧
な
つ
て
ゐ
な
く
て
、

あ
た
ま
の
つ
ぶ
れ
た
や
う
な
や

つ
が
、
い
ち
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」

ど
ん
ぐ
り
は
、
し
い
ん
と
し
て

し
ま
ひ
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
し
い
ん
と
し

て
、

⑨
堅
ま
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

― 　（7） ―
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表
２
．
学
年
の
表
記
の
改
変

『
初
等
科
国
語
四

第
四
学
年
後
期
用
』

『
国
語�

第
四
学
年
下
』

宮
澤
賢
治

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
原
文

「
う
ま
い
で
す
ね
。
①
四
年
生

だ
つ
て
、

②
あ
の
く
ら
ゐ
に
は
、
書
け

な
い
で
せ
う
。」

す
る
と
、
男
は
、
急
に
ま
た

い
や
な
顔
を
し
ま
し
た
。

「
③
四
年
生
と
い
ふ
の
は
、
④

初
等
科
の
四
年
生
だ
ら
う
。」

そ
の
聲
が
、
あ
ま
り
力
な
く
、

あ
は
れ
に
聞
え
ま
し
た
の
で
、

一
郎
は
あ
わ
て
て
い
ひ
ま
し

た
。

「
い
い
え
、
⑤
大
學
の
四
年
生

で
す
よ
。」

「
う
ま
い
で
す
ね
。
①
四
年
生

だ
っ
て
、

②
あ
ん
な
に
は
書
け
な
い
で

し
ょ
う
。」

す
る
と
、
男
は
ま
た
い
や
な

顔
を
し
ま
し
た
。

「
③
四
年
生
と
い
う
の
は
、
④

小
学
校
の
四
年
生
だ
ろ
う
。」

そ
の
声
が
、
あ
ん
ま
り
力
が

な
く
、

あ
わ
れ
に
き
こ
え
ま
し
た
の
で
、

い
ち
ろ
う
は
あ
わ
て
て
い
い

ま
し
た
。

「
い
い
え
、
⑤
大
学
の
四
年
生

で
す
よ
。」

「
う
ま
い
で
す
ね
。
①
五
年
生

だ
つ
て

②
あ
の
く
ら
ゐ
に
は
書
け
な

い
で
せ
う
。」

す
る
と
男
は
、
急
に
ま
た
い

や
な
顔
を
し
ま
し
た
。

「
③
五
年
生
つ
て
い
ふ
の
は
、

④
尋
常
五
年
生
だ
べ
。」

そ
の
声
が
、
あ
ん
ま
り
力
な
く

あ
は
れ
に
聞
え
ま
し
た
の
で
、

一
郎
は
あ
わ
て
ゝ
言
ひ
ま
し

た
。

「
い
い
え
、
⑤
大
学
校
の
五
年

生
で
す
よ
。」

こ
の
改
変
の
目
的
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
次
の
「
単
元
（U

nit�of�W
ork

）」

学
習
の
要
請
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　�

学
習
者
の
興
味
・
関
心
を
生
か
し
な
が
ら
、
問
題
・
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
効
果

的
に
言
語
活
動
を
展
開
し
、
言
語
能
力
を
育
む）

（1
（

。

ふ
た
つ
の
教
科
書
は
、
生
徒
た
ち
に
作
品
に
親
し
み
を
も
た
せ
、「
学
習
者
の
興
味
・

関
心
を
生
か
し
な
が
ら
」、
問
題
・
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
た
め
に
、
原
文
の
「
尋
常
五

年
生
」
を
、
生
徒
た
ち
と
同
じ
学
年
の
「
四
年
生
」
に
改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』
と
「
単
元
（U

nit	of	W
ork

）」

―
「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」
―

昭
和
二
十
二
年
度
版
「
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科
編
（
試
案
）」
の
作
業
過
程
で
問
題

と
な
っ
た
の
は
、「
単
元
（U

nit�of�W
ork

）」
と
い
う
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
末
尾
に
は
、

「
参
考
」
と
し
て
次
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」

石
森
延
男
は
、
単
元
名
を
「
参
考
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て

い
る
。

　�

こ
の
単
元
名
を
聞
い
て
、
わ
た
し
は
、
は
た
と
迷
っ
た
。
い
き
な
り
わ
が
国
古
来
の

国
語
教
材
（
文
章
、
資
料
、
な
ど
と
…
…
）
と
異
質
な
も
の
に
な
っ
て
は
さ
ぞ
迷
う

だ
ろ
う
と
不
安
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
で
単
元
名
は
、本
文
に
か
か
げ
な
い
で「
参

考
」
と
し
て
掲
示
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
の
だ）

（1
（

。

こ
こ
に
は
、
石
森
延
男
が
単
元
名
を
「
参
考
」
に
し
た
理
由
が
、
は
っ
き
り
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

吉
田
氏
は
、
こ
の
く
だ
り
は
昭
和
二
十
二
年
七
月
八
日
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
示

唆（Suggestion

）に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
示
唆
に
対
応
し
て
、『
ど

ん
ぐ
り
と
山
猫
』
が
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。「
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
裁
判
」

は
、
三
日
間
に
お
よ
ん
で
揉
め
続
け
る
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
「
わ
れ
わ
れ
の

意
見
」
と
「
他
人
の
意
見
」
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
裁
判
は
表
３
に
示
し
た
一
郎
の
「
申
し
わ
た
し
」
に
よ
っ
て
、
あ
っ
さ
り
と
決

着
が
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

表
３
に
は
、
原
文
の
改
変
①
～
⑨
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
重
要
な
改
変
は
、
②

③
⑦
で
あ
る
。

ま
ず
、
原
文
②
「
い
ち
ば
ん
」
を
教
科
書
が
削
除
し
た
理
由
は
、
文
頭
に
「
こ
の
な
か

で
い
ち
ば
ん
ば
か
で
」が
あ
り
、「
い
ち
ば
ん
」の
語
が
重
出
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、

原
文
で
は
文
頭
「
い
ち
ば
ん
ば
か
で
」
が
、
②
「
い
ち
ば
ん
え
ら
い
」
と
対
比
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
と
対
応
し
て
、
教
科
書
は
原
文
⑦
「
い
ち
ば
ん
え
ら
く
な
く
て
」
の
「
え
ら
く

な
く
て
」を
削
除
す
る
。
つ
ま
り
、最
初
の
教
科
書
昭
和
二
十
一
年
版
は「
い
ち
ば
ん
」「
え

ら
い
」
の
対
応
を
削
除
し
、
二
番
目
の
昭
和
二
十
二
年
版
は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
こ
の
こ

― 　（6） ―
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と
に
よ
っ
て
、菩
薩
の
思
想
「
で
く
の
ぼ
う
」
と
も
通
じ
る
宮
澤
賢
治
の
重
要
な
キ
イ
ワ
ー

ド
の
対
比
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、一
郎
の
こ
と
ば
、③
「
ぼ
く
お
説せ

つ

教け
う

で
き
い
た
ん
で
す
。」
を
、

ふ
た
つ
の
教
科
書
が
削
除
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
見
、
一
郎
の
主
体
性
を
疑
わ
せ
る
か

の
よ
う
な
発
言
で
は
あ
る
が
、「
お
説
教
」
と
は
、
宮
澤
賢
治
が
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
る

こ
と
か
ら
、お
そ
ら
く
仏
教
寺
院
で
の
僧
侶
に
よ
る
法
話
な
ど
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
お
説
教
」
に
由
来
す
る
宗
教
的
意
味
合
い
が
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、『
教
育

基
本
法
』
第
９
条
（
宗
教
教
育
）
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る）

（1
（

。

　�

第
９
条
（
宗
教
教
育
）
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け

る
地
位
は
、
教
育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　�

②
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育

そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
ぼ
く
お
説せ

つ

教け
う

で
き
い
た
ん
で
す
」
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
信
教
の
自
由
を
尊
重
す

る
た
め
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宮
澤
賢
治
の
拠
り
所
、
仏
教
の
菩
薩
の

思
想
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
し
て
、「
民
主
主
義
教
育
」
と
し
て
重
要
な
点
が
、
一
郎
の
こ
の
論
理
の
通
り
方
で

あ
る
。
ど
ん
ぐ
り
た
ち
は
反
論
も
せ
ず
、
多
数
決
も
採
ろ
う
と
し
な
い
。
何
の
議
論
も
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
郎
の
鶴
の
一
声
で
裁
判
の
決
着
が
つ
く
。

　

こ
れ
が
、
民
主
主
義
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、「
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
裁
判
」
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
問
わ
れ
る
の
は
、
オ

ズ
ボ
ー
ン
が
求
め
た
よ
う
に
、

　「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」

と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
求
め
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
風

の
か
な
り
緩
や
か
な
も
の
で
、「
教
授
」
か
ら
「
学
習
」
へ
と
転
換
し
た
、
新
し
い
教
育

の
質
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

む
す
び

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
の
教
育
史
に
お
い
て
、
軍
国
主
義
教
育
の
反
動
と
し
て
の
戦

後
の
民
主
主
義
教
育
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
別
の
観
点
か
ら
、

表
３
．
い
ち
ろ
う
の
「
申
し
わ
た
し
」

『
初
等
科
国
語
四

第
四
学
年
後
期
用
』

『
国
語�

第
四
学
年
下
』

宮
澤
賢
治

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
原
文

「
そ
ん
な
ら
、
か
う
い
ひ
わ
た

し
た
ら
い
い
で
せ
う
。

こ
の
中
で
、
一
ば
ん
ば
か
で
、

め
ち
や
く
ち
や
で
、
ま
る
で
①

な
つ
て
な
い
や
う
な
の
が
、
②

え
ら
い
と
ね
。」

山
ね
こ
は
、
な
る
ほ
ど
と
い
ふ

④
ふ
う
に
う
な
づ
い
て
、
そ
れ

か
ら
、
い
か
に
も

⑤
氣
ど
つ
て
、

し
ゆ
す
の
着
物
の
⑥
え
り
を
開

い
て
、

黄
色
の
ぢ
ん
ば
お
り
を
ち
よ
つ

と
出
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
ど
も
に

申
し
わ
た
し
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
い
。
し
づ
か
に
し
ろ
。

申
し
わ
た
し
だ
。

こ
の
中
で
、
一
ば
ん
⑦
□
□
□

□
□
□
、

ば
か
で
、
め
ち
や
く
ち
や
で
、

て
ん
で
⑧
な
つ
て
ゐ
な
く
て
、

頭
の
つ
ぶ
れ
た
や
う
な
や
つ

が
、
一
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」

ど
ん
ぐ
り
ど
も
は
、
し
い
ん
と

し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
、
し
い
ん
と
し

て
、

⑨
固
ま
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
ら
、
こ
う
い
い
わ
た

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
中
で
、い
ち
ば
ん
ば
か
で
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
ま
る
で
①

な
っ
て
な
い
の
が
②
え
ら
い
と

ね
。」

や
ま
ね
こ
は
、
な
る
ほ
ど
と
い

う
④
よ
う
に
う
な
ず
い
て
、
そ

れ
か
ら
、
い
か
に
も

⑤
氣
ど
っ
た
よ
う
す
で
、

し
ゅ
す
の
着
物
の
⑥
え
り
を
開

い
て
、

黄
色
の
じ
ん
ば
お
り
を
ち
ょ
っ

と
だ
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
ど
も
に

申
し
わ
た
し
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
い
。
し
ず
か
に
し
ろ
。

申
し
わ
た
し
だ
。

こ
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
⑦
□
□

□
□
□
□
、
ば
か
で
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
で
、

て
ん
で
⑧
な
っ
て
な
く
て
、

頭
の
つ
ぶ
れ
た
よ
う
な
や
つ

が
、
い
ち
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」

ど
ん
ぐ
り
ど
も
は
、
し
い
ん
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
し
い
ん
と
し

て
、

⑨
だ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
ら
、
か
う
言い

ひ
わ
た

し
た
ら
い
ゝ
で
せ
う
。

こ
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
ば
か

で
、
め
ち
や
く
ち
や
で
、
ま
る

で
①
な
つ
て
ゐ
な
い
や
う
な
の

が
、②
い
ち
ば
ん
え
ら
い
と
ね
。

③
ぼ
く
お
説せ
つ
け
う教
で
き
い
た
ん
で

す
。」

山や
ま

猫ね
こ

は
な
る
ほ
ど
と
い
ふ
④
ふ

う
に
う
な
づ
い
て
、
そ
れ
か
ら

い
か
に
も
⑤
気き

取ど

つ
て
、

繻し
ゆ

子す

の
き
も
の
ゝ
⑥
胸え
り

を
開ひ
ら
いい

て
、

黄き

い
ろ
の
陣じ

ん

羽ば

織を
り

を
ち
よ
つ
と

出だ

し
て
ど
ん
〔
ぐ

（
マ
マ
）〕

り
ど
も
に

申ま
う

し
わ
た
し
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
い
。
し
づ
か
に
し
ろ
。

申ま
う

し
わ
た
し
だ
。

こ
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
⑦
え

ら
く
な
く
て
、
ば
か
で
、
め
ち

や
く
ち
や
で
、

て
ん
で
⑧
な
つ
て
ゐ
な
く
て
、

あ
た
ま
の
つ
ぶ
れ
た
や
う
な
や

つ
が
、
い
ち
ば
ん
え
ら
い
の
だ
。」

ど
ん
ぐ
り
は
、
し
い
ん
と
し
て

し
ま
ひ
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
は
し
い
ん
と
し

て
、

⑨
堅
ま
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

― 　（7） ―
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Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
要
請
し
た
「
学
習
指
導
要
領
（Course of Study

）」「
単
元
（U

nit of 
W

ork
）」
と
教
材
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
本
文
の
対
応
を
検
証
し
た
結
果
、『
ど
ん
ぐ
り

と
山
猫
』
の
教
科
書
本
文
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
要
請
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
次
の
二
点

が
確
認
さ
れ
た
。

第
一
に
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
教
科
書
本
文
は
、
生
徒
た
ち
に
主
体
的
な
興
味
・
関

心
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
原
文
「
尋
常
五
年
生
」
を
「
四
年
生
」
に
改
変
し
て
い
る
。

第
二
に
、
学
校
教
育
と
い
う
制
約
か
ら
、
宮
澤
賢
治
の
も
つ
仏
教
の
菩
薩
の
思
想
が
、

完
全
に
消
し
去
ら
れ
て
い
る
。

第
三
に
、ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
裁
判
を
描
く『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』は
、Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
オ
ズ
ボ
ー

ン
が
石
森
延
男
ら
に
示
唆
し
、石
森
延
男
が
「
参
考
」
に
掲
出
す
る
に
と
ど
め
た
「
単
元
」、

「
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
」

を
生
徒
た
ち
に
主
体
的
に
考
え
さ
せ
る
教
材
と
い
う
意
義
と
期
待
を
に
な
っ
て
、
当
初
、

採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、時
代
の
風
潮
を
反
映
し
、日
本
の
教
師
た
ち
は「
裁

判
」
や
話
し
合
い
の
部
分
を
民
主
主
義
と
受
け
と
め
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
さ
れ
か
た
が

広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
民
主
主
義
と
は
ほ
ど
遠
い
、
作
品
中
の
一
郎
の
鶴
の

一
声
の
よ
う
な
「
申
し
わ
た
し
」
は
、
そ
の
こ
と
を
証
左
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
） 

構
大
樹「『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』教
材
化
の
前
夜
―
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
試
―
」（『
宮

沢
賢
治
は
な
ぜ
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
続
け
る
の
か
』
二
〇
一
九
年
九
月
、
大
修
館

書
店
）。

（
２
） 

文
部
科
学
省https://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/kihon/about/m

ext_ 
00003.htm

l

（
３
） 

牛
山
恵
「
宮
沢
賢
治
童
話
の
教
材
史
―
文
学
作
品
と
小
学
校
「
国
語
」
教
科
書
と

関
連
―
」（『
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
・
公
開
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
② 

国
語
教
科

書
研
究
の
方
法
』、
二
〇
一
二
年
二
月
、
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
）。

（
４
）
同
右
。

（
５
） 

遠
藤
純
「
戦
時
下
に
お
け
る
宮
澤
賢
治
の
受
容
―
大
陸
移
民
と
松
田
甚
次
郎
」（『
国

際
児
童
文
学
館
紀
要
』、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

（
６
） 

構
大
樹
「『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
と
民
主
主
義
教
育
―
な
ぜ
戦
後
も
評
価
さ
れ
た
の

か
」（
前
掲
書
）。

（
７
）『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
七
月
八
日
刊
。

（
８
） 

佐
藤
秀
夫
「
六
・
三
制
」
の
項
（『
国
史
大
辞
典
』
第
十
四
巻
、
一
九
九
三
年
四
月
、

吉
川
弘
文
館
）。

（
９
） 

吉
田
裕
久
「
戦
後
初
期
に
お
け
る
国
語
教
育
改
革
―
『
学
習
指
導
要
領

　
国
語
科

編
（
試
案
）』（
一
九
四
七
）
の
作
成
過
程
を
中
心
に
―
」（『
国
語
教
育
研
究
』
56
、

第
55
回
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
・
特
別
研
究
発
表
、
二
〇
一
五
年
三

月
）。

（
10
）
同
右
。

（
11
）
注
（
６
）
の
前
掲
論
文
。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
注
（
９
）
の
前
掲
論
文
。

（
14
）
同
右
。

（
15
）
同
右
。

（
16
） 

第
９
条
（
宗
教
教
育
）https://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/kihon/about/ 

004/a004_09.htm

［
附
記
］
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
藏
中
し
の
ぶ
先
生
、
佐
竹
保
子
先
生
、
安
保
博

史
先
生
、
笹
生
美
貴
子
先
生
、
杉
山
若
菜
先
生
、
宮
﨑
潤
一
先
生
、
海
津
充
則
氏
か
ら
貴

重
な
御
教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

― 　（8） ―
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